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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年9月25日(2018.9.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１３】
　癌細胞への治療用ペイロード（例えば、放射性核種、化学療法剤または毒素）の運搬の
ための標的化剤として、操作されたＧｌａドメインタンパク質が使用されうる。具体的な
化学療法剤には以下のものが含まれる：テモゾロミド（ｔｅｍｏｚｏｌｏｍｉｄｅ）、エ
ポチロン（ｅｐｏｔｈｉｌｏｎｅｓ）、メルファラン（ｍｅｌｐｈａｌａｎ）、カルムス
チン（ｃａｒｍｕｓｔｉｎｅ）、ブスルファン（ｂｕｓｕｌｆａｎ）、ロムスチン（ｌｏ
ｍｕｓｔｉｎｅ）、シクロホスファミド（ｃｙｃｌｏｐｈｏｓｐｈａｍｉｄｅ）、ダカル
バジン（ｄａｃａｒｂａｚｉｎｅ）、ポリフェプロザン（ｐｏｌｉｆｅｐｒｏｓａｎ）、
イホスファミド（ｉｆｏｓｆａｍｉｄｅ）、クロラムブシル（ｃｈｌｏｒａｍｂｕｃｉｌ
）、メクロレタミン（ｍｅｃｈｌｏｒｅｔｈａｍｉｎｅ）、ブスルファン（ｂｕｓｕｌｆ
ａｎ）、シクロホスファミド（ｃｙｃｌｏｐｈｏｓｐｈａｍｉｄｅ）、カルボプラチン（
ｃａｒｂｏｐｌａｔｉｎ）、シスプラチン（ｃｉｓｐｌａｔｉｎ）、チオテパ（ｔｈｉｏ
ｔｅｐａ）、カペシタビン（ｃａｐｅｃｉｔａｂｉｎｅ）、ストレプトゾシン（ｓｔｒｅ
ｐｔｏｚｏｃｉｎ）、ビカルタミド（ｂｉｃａｌｕｔａｍｉｄｅ）、フルタミド（ｆｌｕ
ｔａｍｉｄｅ）、ニルタミド（ｎｉｌｕｔａｍｉｄｅ）、酢酸ロイプロリド（ｌｅｕｐｒ
ｏｌｉｄｅ）、塩酸ドキソルビシン（ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ）、硫酸ブレオマイシン（
ｂｌｅｏｍｙｃｉｎ）、塩酸ダウノルビシン（ｄａｕｎｏｒｕｂｉｃｉｎ）、ダクチノマ
イシン（ｄａｃｔｉｎｏｍｙｃｉｎ）、リポソームクエン酸ダウノルビシン（ｄａｕｎｏ
ｒｕｂｉｃｉｎ）、リポソーム塩酸ドキソルビシン（ｌｉｐｏｓｏｍａｌ　ｄｏｘｏｒｕ
ｂｉｃｉｎ　ｈｙｄｒｏｃｈｌｏｒｉｄｅ）、塩酸エピルビシン（ｅｐｉｒｕｂｉｃｉｎ
）、塩酸イダルビシン（ｉｄａｒｕｂｉｃｉｎ）、マイトマイシン（ｍｉｔｏｍｙｃｉｎ
）、ドキソルビシン（ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ）、バルルビシン（ｖａｌｒｕｂｉｃｉｎ
）、アナストロゾール（ａｎａｓｔｒｏｚｏｌｅ）、クエン酸トレミフェン（ｔｏｒｅｍ
ｉｆｅｎｅ）、シタラビン（ｃｙｔａｒａｂｉｎｅ）、フルオロウラシル（ｆｌｕｏｒｏ
ｕｒａｃｉｌ）、フルダラビン（ｆｌｕｄａｒａｂｉｎｅ）、フロクスウリジン（ｆｌｏ
ｘｕｒｉｄｉｎｅ）、インターフェロンα－２ｂ、プリカマイシン（ｐｌｉｃａｍｙｃｉ
ｎ）、メルカプトプリン（ｍｅｒｃａｐｔｏｐｕｒｉｎｅ）、メトトレキサート（ｍｅｔ
ｈｏｔｒｅｘａｔｅ）、インターフェロンα－２ａ、酢酸メドロキシプロゲステロン（ｍ
ｅｄｒｏｘｙｐｒｏｇｅｒｓｔｅｒｏｎｅ）、リン酸エストラムスチン（ｅｓｔｒａｍｕ
ｓｔｉｎｅ）ナトリウム、エストラジオール（ｅｓｔｒａｄｉｏｌ）、酢酸ロイプロリド
（ｌｅｕｐｒｏｌｉｄｅ）、酢酸メゲストロール（ｍｅｇｅｓｔｒｏｌ）、酢酸オクトレ
オチド（ｏｃｔｒｅｏｔｉｄｅ）、ジエチルスチルベステロール（ｄｅｉｔｈｙｌｓｔｉ
ｌｂｅｓｔｒｏｌ）二リン酸、テストラクトン（ｔｅｓｔｏｌａｃｔｏｎｅ）、酢酸ゴセ
レリン（ｇｏｓｅｒｅｌｉｎ）、リン酸エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、硫酸ビンク
リスチン（ｖｉｎｃｒｉｓｔｉｎｅ）、エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、ビンブラス
チン（ｖｉｎｂｌａｓｔｉｎｅ）、エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、硫酸ビンクリス
チン（ｖｉｎｃｒｉｓｔｉｎｅ）、テニポシド（ｔｅｎｉｐｏｓｉｄｅ）、トラスツズマ
ブ（ｔｒａｓｔｕｚｕｍａｂ）、ゲムツズマブ・オゾガミシン（ｇｅｍｔｕｚｕｍａｂ　
ｏｚｏｇａｍｉｃｉｎ）、リツキシマブ（ｒｉｔｕｘｉｍａｂ）、エキセメスタン（ｅｘ
ｅｍｅｓｔａｎｅ）、塩酸イリノテカン（ｉｒｉｎｏｔｅｃａｎ）、アスパラギナーゼ（
ａｓｐａｒａｇｉｎａｓｅ）、塩酸ゲムシタビン（ｇｅｍｃｉｔａｂｉｎｅ）、アルトレ
タミン（ａｌｔｒｅｔａｍｉｎｅ）、塩酸トポテカン（ｔｏｐｏｔｅｃａｎ）、ヒドロキ



(3) JP 2016-516037 A5 2018.11.8

シ尿素（ｈｙｄｒｏｘｙｕｒｅａ）、クラドリビン（ｃｌａｄｒｉｂｉｎｅ）、ミトタン
（ｍｉｔｏｔａｎｅ）、塩酸プロカルバジン（ｐｒｏｃａｒｂａｚｉｎｅ）、酒石酸ビノ
レルビン（ｖｉｎｏｒｅｌｂｉｎｅ）、ペントロスタチン（ｐｅｎｔｒｏｓｔａｔｉｎ）
ナトリウム、ミトキサントロン（ｍｉｔｏｘａｎｔｒｏｎｅ）、ペガスパルガーゼ（ｐｅ
ｇａｓｐａｒｇａｓｅ）、デニロイキンジフチトクス（ｄｅｎｉｌｅｕｋｉｎ　ｄｉｆｔ
ｉｔｉｘ）、アリトレチノイン（ａｌｔｒｅｔｉｎｏｉｎ）、ポルフィマー（ｐｏｒｆｉ
ｍｅｒ）、ベキサロテン（ｂｅｘａｒｏｔｅｎｅ）、パクリタキセル（ｐａｃｌｉｔａｘ
ｅｌ）、ドセタキセル（ｄｏｃｅｔａｘｅｌ）、三酸化ヒ素またはトレチノイン（ｔｒｅ
ｔｉｎｏｉｎ）。毒素には、シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）外毒素（ＰＥ３
８）、リシンＡ鎖、ジフテリア毒素、ビサイド（Ｂｅｓｉｄｅ）ＰＥおよびＲＴ、ヤマゴ
ボウ抗ウイルスタンパク質（ＰＡＰ）、サポリンおよびゲロニンが含まれる。癌治療のた
めの放射性核種には、Ｙ－９０、Ｐ－３２、Ｉ－１３１、Ｉｎ－１１１、Ｓｒ－８９、Ｒ
ｅ－１８６、Ｓｍ－１５３およびＳｎ－１１７ｍが含まれる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５～１５個のガンマ－カルボキシグルタミン酸（Ｇｌａ）残基を有するヒトプロテイン
Ｓ　ＧｌａドメインおよびＥＧＦドメインを含み、プロテアーゼまたはホルモン結合ドメ
インを欠く、単離されたホスファチジルセリンに特異的な、４．５～３０ｋＤのサイズを
有するポリペプチドであって、該ポリペプチドは標識、タンパク質配列、および治療剤か
ら選択されるペイロードに結合していることを特徴とする、単離されたポリペプチド。
【請求項２】
　前記Ｇｌａドメインが９～１３個のＧｌａ残基を有する、請求項１に記載のポリペプチ
ド。
【請求項３】
　前記Ｇｌａドメインが１１個のＧｌａ残基を有する、請求項２に記載のポリペプチド。
【請求項４】
　少なくとも１つのジスルフィド結合を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のポ
リペプチド。
【請求項５】
　２～５個のジスルフィド結合を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載のポリペプ
チド。
【請求項６】
　前記ＥＧＦ結合ドメインがプロテインＳ由来のものである、請求項１～５のいずれか一
項に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　さらにクリングル（Ｋｒｉｎｇｌｅ）ドメインを含む、請求項１～６のいずれか一項に
記載のポリペプチド。
【請求項８】
　３００アミノ酸以下であり、例えば、１００～３００の範囲のアミノ酸である、請求項
１～７のいずれか一項に記載のポリペプチド。
【請求項９】
　前記ペイロードが検出可能な標識を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のポリペ
プチド。
【請求項１０】
　前記検出可能な標識が蛍光標識、化学発光標識、放射能標識、酵素、色素またはリガン
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ドである、請求項９に記載のポリペプチド。
【請求項１１】
　前記ペイロードが治療剤である、請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチド
。
【請求項１２】
　前記治療剤ペイロードが抗癌剤である、請求項１１に記載のポリペプチド。
【請求項１３】
　前記抗癌剤が化学療法剤、放射線療法、サイトカイン、ホルモン、抗体もしくは抗体フ
ラグメントまたは毒素である、請求項１２に記載のポリペプチド。
【請求項１４】
　前記抗癌剤が化学療法剤、放射線療法または毒素である、請求項１３に記載のポリペプ
チド。
【請求項１５】
　前記治療剤が抗ウイルス剤である、請求項１１に記載のポリペプチド。
【請求項１６】
　前記抗ウイルス剤がアバカビル（Ａｂａｃａｖｉｒ）、アシクロビル（Ａｃｉｃｌｏｖ
ｉｒ）、アシクロビル（Ａｃｙｃｌｏｖｉｒ）、アデフォビル（Ａｄｅｆｏｖｉｒ）、ア
マンタジン（Ａｍａｎｔａｄｉｎｅ）、アンプレナビル（Ａｍｐｒｅｎａｖｉｒ）、アン
プリジェン（Ａｍｐｌｉｇｅｎ）、アルビドール（Ａｒｂｉｄｏｌ）、アタザナビル（Ａ
ｔａｚａｎａｖｉｒ）、アトリプラ（Ａｔｒｉｐｌａ）、ボセプレビレルテット（Ｂｏｃ
ｅｐｒｅｖｉｒｅｒｔｅｔ）、シドフォビル（Ｃｉｄｏｆｏｖｉｒ）、コンビビル（Ｃｏ
ｍｂｉｖｉｒ）、ダルナビル（Ｄａｒｕｎａｖｉｒ）、デラビルジン（Ｄｅｌａｖｉｒｄ
ｉｎｅ）、ジダノシン（Ｄｉｄａｎｏｓｉｎｅ）、ドコサノール（Ｄｏｃｏｓａｎｏｌ）
、エドクスジン（Ｅｄｏｘｕｄｉｎｅ）、エファビレンツ（Ｅｆａｖｉｒｅｎｚ）、エム
トリシタビン（Ｅｍｔｒｉｃｉｔａｂｉｎｅ）、エンフビルチド（Ｅｎｆｕｖｉｒｔｉｄ
ｅ）、エンテカビル（Ｅｎｔｅｃａｖｉｒ）、侵入インヒビター、ファムシクロビル（Ｆ
ａｍｃｉｃｌｏｖｉｒ）、ホミビルセン（Ｆｏｍｉｖｉｒｓｅｎ）、ホスアンプレナビル
（Ｆｏｓａｍｐｒｅｎａｖｉｒ）、ホスカルネット（Ｆｏｓｃａｒｎｅｔ）、ホスホネッ
ト（Ｆｏｓｆｏｎｅｔ）、ガンシクロビル（Ｇａｎｃｉｃｌｏｖｉｒ）、イバシタビン（
Ｉｂａｃｉｔａｂｉｎｅ）、イムノビル（Ｉｍｕｎｏｖｉｒ）、イドクスウリジン（Ｉｄ
ｏｘｕｒｉｄｉｎｅ）、イミキモド（Ｉｍｉｑｕｉｍｏｄ）、インジナビル（Ｉｎｄｉｎ
ａｖｉｒ）、イノシン（Ｉｎｏｓｉｎｅ）、インテグラーゼインヒビター、インターフェ
ロンＩＩＩ型、インターフェロンＩＩ型、インターフェロンＩ型、インターフェロン、ラ
ミブジン（Ｌａｍｉｖｕｄｉｎｅ）、ロピナビル（Ｌｏｐｉｎａｖｉｒ）、ロビリド（Ｌ
ｏｖｉｒｉｄｅ）、マラビロク（Ｍａｒａｖｉｒｏｃ）、モロキシジン（Ｍｏｒｏｘｙｄ
ｉｎｅ）、メチサゾン（Ｍｅｔｈｉｓａｚｏｎｅ）、ネルフィナビル（Ｎｅｌｆｉｎａｖ
ｉｒ）、ネビラピン（Ｎｅｖｉｒａｐｉｎｅ）、ネキサビル（Ｎｅｘａｖｉｒ）、ヌクレ
オシド類似体、オセルタミビル（Ｏｓｅｌｔａｍｉｖｉｒ）、ペグインターフェロンアル
ファ－２ａ、ペンシクロビル（Ｐｅｎｃｉｃｌｏｖｉｒ）、ペラミビル（Ｐｅｒａｍｉｖ
ｉｒ）、プレコナリル（Ｐｌｅｃｏｎａｒｉｌ）、ポドフィロトキシン（Ｐｏｄｏｐｈｙ
ｌｌｏｔｏｘｉｎ）、プロテアーゼインヒビター、ラルテグラビル（Ｒａｌｔｅｇｒａｖ
ｉｒ）、逆転写酵素インヒビター、リバビリン（Ｒｉｂａｖｉｒｉｎ）、リマンタジン（
Ｒｉｍａｎｔａｄｉｎｅ）、リトナビル（Ｒｉｔｏｎａｖｉｒ）、ピラミジン（Ｐｙｒａ
ｍｉｄｉｎｅ）、サキナビル（Ｓａｑｕｉｎａｖｉｒ）、スタブジン（Ｓｔａｖｕｄｉｎ
ｅ）、相乗的増強剤（抗レトロウイルス）、ティーツリーオイル（Ｔｅａ　ｔｒｅｅ　ｏ
ｉｌ）、テラプレビル（Ｔｅｌａｐｒｅｖｉｒ）、テノホビル（Ｔｅｎｏｆｏｖｉｒ）、
テノホビルジソプロキシル（Ｔｅｎｏｆｏｖｉｒ　ｄｉｓｏｐｒｏｘｉｌ）、チプラナビ
ル（Ｔｉｐｒａｎａｖｉｒ）、トリフルリジン（Ｔｒｉｆｌｕｒｉｄｉｎｅ）、トリジビ
ル（Ｔｒｉｚｉｖｉｒ）、トロマンタジン（Ｔｒｏｍａｎｔａｄｉｎｅ）、ツルバダ（Ｔ
ｒｕｖａｄａ）、バラシクロビル（Ｖａｌａｃｉｃｌｏｖｉｒ）、バルガンシクロビル（
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Ｖａｌｇａｎｃｉｃｌｏｖｉｒ）、ビクリビロック（Ｖｉｃｒｉｖｉｒｏｃ）、ビダラビ
ン（Ｖｉｄａｒａｂｉｎｅ）、ビラミジン（Ｖｉｒａｍｉｄｉｎｅ）、ザルシタビン（Ｚ
ａｌｃｉｔａｂｉｎｅ）、ザナミビル（Ｚａｎａｍｉｖｉｒ）およびジドブジン（Ｚｉｄ
ｏｖｕｄｉｎｅ）から選択される、請求項１５に記載のポリペプチド。
【請求項１７】
　前記治療剤が、プロドラッグ変換酵素などの酵素である、請求項１１～１６のいずれか
一項に記載のポリペプチド。
【請求項１８】
　前記治療剤が、サイトカイン、増殖因子、凝固因子または抗凝固剤である、請求項１１
～１７のいずれか一項に記載のポリペプチド。
【請求項１９】
　さらに抗体Ｆｃ領域を含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載のポリペプチド。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項に記載のポリペプチドを含む医薬製剤。
【請求項２１】
　癌を治療するための医薬の製造における使用のための、請求項１～１９のいずれか一項
に記載のポリペプチドまたは請求項２０の医薬製剤。
【請求項２２】
　前記癌が乳癌、脳癌、胃癌、肺癌、前立腺癌、卵巣癌、精巣癌、結腸癌、皮膚癌、直腸
癌、子宮頸癌、子宮癌、肝臓癌、膵臓癌、頭頸部癌または食道癌である、請求項２１に記
載のポリペプチドまたは医薬製剤。
【請求項２３】
　ウイルス性疾患を治療するための医薬の製造における使用のための、請求項１～１９の
いずれか一項に記載のポリペプチドまたは請求項２０に記載の医薬製剤。
【請求項２４】
　前記ウイルス性疾患がインフルエンザ、ヒト免疫不全ウイルス、デングウイルス、西ナ
イルウイルス、天然痘ウイルス、呼吸器合胞体ウイルス、朝鮮出血熱ウイルス、水痘、水
痘帯状疱疹ウイルス、単純ヘルペスウイルス１または２、エプスタイン－バーウイルス、
マールブルグウイルス、ハンタウイルス、黄熱病ウイルス、Ａ、Ｂ、ＣまたはＥ型肝炎、
エボラウイルス、ヒトパピローマウイルス、ライノウイルス、コクサッキーウイルス、ポ
リオウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウイルス、狂犬病ウイルス、ニューカッスル病ウイル
ス、ロタウイルスまたはＨＴＬＶ－１もしくは２である、請求項２３に記載のポリペプチ
ドまたは医薬製剤。
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